
『 未来の糸島へ魅力ある公共施設を継承する 

～公共施設マネジメントの取組み～ 』 

 

本
市
で
は
、
都
市
化
の
進
展
や
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、

学
校
や
公
民
館
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
等
の
公
共
施
設
、
道
路
や
橋
、
上

下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
の

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
市
民
生
活

を
快
適
に
す
る
施
設
も
、
年
月
が
経

て
ば
老
朽
化
し
て
き
ま
す
。 

今
後
は
施
設
の
老
朽
化
に
対
応

す
る
た
め
の
、
改
修
や
更
新
対
策
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。 

 １
．
糸
島
市
の
公
共
施
設
を
取

り
巻
く
現
状 

①
公
共
施
設
の
保
有
量 

平
成

26
年
度
末
時
点
で
、
公
共

施
設
（
建
築
物
）
の
延
床
面
積
は
、

約

31
万
㎡
で
、
こ
の
半
分
近
く
を

小
中
学
校
が
占
め
て
お
り
、
そ
の
後

に
庁
舎
・
倉
庫
等
、
環
境
施
設
、
市

営
住
宅
が
続
い
て
い
ま
す
。 

     

 

 

 

②
人
口
推
移 

 

平
成

27
年
の
国
勢
調
査
速
報
値

に
よ
る
人
口
は
、
約

9
万

6
千
人

で
す
。
糸
島
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
将

来
人
口
展
望
で
は
、
長
期
的
に
は
人

口
は
減
少
し
、
少
子
高
齢
化
が
一
層

進
展
す
る
見
込
み
で
す
。 

         

 

         

③
財
政
状
況 

収
入
（
歳
入
）
は
、
税
収
減
や
交

付
税
の
減
額
等
に
よ
り
減
少
し
、 

支
出
（
歳
出
）
は
、
社
会
保
障
費
（
扶

助
費
等
）
が
増
加
し
、
施
設
更
新
や

新
規
整
備
に
使
え
る
経
費
（
投
資
的

経
費
）
の
確
保
が
厳
し
く
な
る
見
通

し
で
す
。 

        

 

        

④
公
共
施
設
の
老
朽
化
の
状
況 

 

昭
和

50
年
代
か
ら
平
成

17
年
に

か
け
て
、
人
口
の
増
加
と
共
に
都
市

化
が
進
展
し
、
多
く
の
施
設
が
建
築

さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
耐
震
基
準
で
建

て
ら
れ
た
施
設
は
比
較
的
少
な
い

状
況
で
す
が
、
今
後
、
老
朽
化
は
確

実
に
進
む
た
め
、
早
め
の
対
策
が
必

要
で
す
。 

 
 

       

 

         

２
．
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

へ
の
取
組
み 

本
市
の
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
今

あ

る

全

て

の

施

設

を

適

正

に

維

持
・
更
新
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
、

ま
た
今
後
、
市
民
の
年
齢
構
成
な
ど

社
会
構
造
の
変
化
へ
の
対
応
も
必

要
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
応
す
る

た
め
、
経
営
的
視
点
か
ら
施
設
を
管

理
活
用
し
て
い
く
「
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
に
取
組
み
ま
す
。 


